
８． まとめ 

 

 地域イノベーションの創出の必要性が指摘されてから 10 年以上経過しているが，我が国に

おける「地方」では，なかなか進んでいないというのが実感である． 

 本研究では，地域イノベーションの創出の促進を念頭に，地方におけるイノベーションの

メインプレーヤーになるであろう中小企業の経営者や開発者，大学や公的研究機関の研究者，

それに，イノベーションの創出を支援するコーディネータなどの支援人材を想定し，人材育

成に資する教材の開発やイノベーションの創出の仕組みやモデルについて３年間の研究を行

った． 

 人材育成用の開発は，MOT の教育を念頭におき，MOT や産学連携の活用を実践できる人

材の育成を目標にケーススタディ用の教材を開発した．教材開発は，各地域における産学連

携で実用化した事例を調査し，その経緯を MOT の視点から解析すると共に産学連携の特徴

や活用の仕方等を検討し，その結果に基づきケーススタディ用の教材にまとめると言うステ

ップで行った．また，その教材を用いて実証研修を行い，教材や研修の有効性を確認すると

共に，教材の改善の足がかりとした． 

 さらに，地域イノベーションの創出について，我が国の地方における現状を把握するとと

もに，事例調査の結果に基づきどのような種類のイノベーションをどのように進めていけば

よいのかと言う検討を行い，その結果をまとめた． 

 今後，地域イノベーションの創出がますます重要になってくると思われ，そのキーとなる

のは「イノベーションを志向する人たち」の人材育成と周辺環境としての仕組み作りであろ

う．本報告書が，地域イノベーション創出の人材育成や仕組み作りに活かされることを願っ

ている． 

 教材や創出のモデルについても，改良や詳細な検討が必要であり，今後もこのような研究

を継続していきたいと考えている． 
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